
中学生の部

受賞者一覧

最優秀賞（１作品）

優秀賞（１作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

題　名 名　前 学　校 学　年

キアゲハがサナギになる
までの研究

ダンゴムシの交替性転向
反応

德安　諒音

奥田　天月
酒匂　達也
河村　颯汰
小枝　太智
水野　碧大
渡邉　栄人

日本大学
藤沢中学校

横浜市立
岩崎中学校 科学部

２年

神奈川新聞社賞（１作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

二ツ池のタイワンウチワヤ
ンマとウチワヤンマの関係 國師　鷹晶 横浜市立

日吉台中学校 ３年

努力賞（３作品）
題　名 名　前 学　校 学　年

私の巣箱から鳥がいなく
なったのはなぜか～自作の巣
箱を工夫し設置した 3 年目の夏～

川面に伸びる桜の木の謎

アサガオの開花に関する研究

坪井　彩南

植木　春咲

小林　実咲

横浜市立
市場中学校

横浜市立
蒔田中学校

横浜市立
蒔田中学校

１年

３年

３年
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掲載
ページ

P.63

P.75
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作品を読んで  －中学校の部－

横浜市立大道中学校校長　勝　俊一　先生

　こども科学賞も中学校での理科の授業も「身の回りの不思議に興味を持ち、
それを科学的に探求する楽しさを知ってもらいたい」をその目標としていま
す。これには、多様に変化する社会の一員として、主体的で創造的に、そし
て科学的な根拠を持って判断できる人に育ってほしいとの願いが込められて
いると思っています。
　さて、研究を続ける皆さんへ、何点かの研究作品について感じたことを紹
介させていただきます。今後の参考となれれば幸いです。
　最優秀賞に選ばれた研究作品は「キアゲハがサナギになるまでの研究」で
した。受賞者は昨年に引き続いてキアゲハについての研究をしましたが、昨
年とは研究の目的が異なっていたので、昨年の取組で更なる疑問を発見し研
究を継続したのだろうと想像しました。この研究の優れた点は、予想立てや
観察方法の選択はもちろんのこと、観察結果のまとめだけにとどまらず、「別
の方法を選べば異なった結果もあり得たのではないか？」と、観察方法の検
証までも行っていたことです。これが次の研究の動機を生み、研究範囲の広
がりと継続性を高めていて素晴らしいと感じました。次年度にも継続した研
究が行われるものと期待しています。
　優秀賞に選ばれた「ダンゴムシの交替性転向反応」は、「知っていることだ
けど本当にそうなの？自分で確かめてみよう」と研究が始まりました。条件
を変えて実験を根気強く繰り返すことで、予想していた結果に加えて新しい
発見にまで至っていました。他から聞いたことに「ふ～ん、そうなんだ」で
終わらせない姿勢と行動力に感心しました。
　また、神奈川新聞社賞は「二ツ池のタイワンウチワヤンマとウチワヤンマ
の関係」が受賞しました。観察地に飛来するトンボの観察活動に以前から参
加していて、今年の観察結果の中に例年とは異なるデータを発見し、「この原
因はいったい何だろう？」と思い研究を始めたようです。そして、「この結果
が表れるような条件とは何だろう？」と様々な要因を検討していました。行
い慣れた観察の中でも変化を見逃さず、その原因を突き詰めていく姿勢に感
心し、後に大きな研究へ発展していく可能性も感じされられました。
　研究を始めた動機や予想、予想を検証する方法に違いがあっても、応募い
ただいたすべての研究作品からは「それはなぜなのか？何とかして答えにた
どり着きたい！」と共通した熱意が発せられていました。予想にもとづいて
確かめを行うことを「科学的」と呼び、研究に注いだ熱意を「探求」という
言葉で表すのだなと改めて感じさせられました。この熱意に魅了され、すべ
ての応募研究作品に目を奪われました。すばらしい研究作品をありがとうご
ざいました。心より感謝いたします。
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キアゲハがサナギになるまでの研究
日本大学藤沢中学校　２年　德安　諒音

最優秀賞
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優秀賞
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ダンゴムシの交替性転向反応
横浜市立岩崎中学校 科学部　奥田　天月 ･ 酒匂　達也 ･ 河村　颯汰　　

小枝　太智 ･ 水野　碧大 ･ 渡邉　栄人
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神奈川
新聞社賞

77

二ツ池のタイワンウチワヤンマと
ウチワヤンマの関係
横浜市立日吉台中学校　３年　國師　鷹晶
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「アサガオの開花に関する研究」
横浜市立蒔田中学校　３年

小林　実咲

「川面に伸びる桜の木の謎」
横浜市立蒔田中学校　３年

植木　春咲

努力賞

努力賞



79

「私の巣箱から鳥がいなくなったのはなぜか～自作の巣箱を工夫し設置した 3 年目の夏～」
横浜市立市場中学校　１年

坪井　彩南

努力賞
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第第２２９９回回（（２２００２２１１年年））木木原原記記念念ここどどもも科科学学賞賞のの選選考考結結果果  
    

選考部門 最優秀賞 優秀賞 

神奈川新

聞社賞 努力賞 計 応募数 

小学校低学年(1～3 学年)の部 2 3 1 4 10 132 

小学校高学年(4～6 学年)の部 1 3 1 4 9 147 

中学校の部 1 1 1 3 6 38 

計 4 7 3 11 25 317 

（参考：過去の選考結果）  
 

 最優秀賞 優秀賞 努力賞 応募総数 

第 １ 回（１９９３年） 4 10 12 26 

第 ２ 回（１９９４年） 9 15 38 62 

第 ３ 回（１９９５年） 2 10 31 121 

第 ４ 回（１９９６年） 3 8 15 122 

第 ５ 回（１９９７年） 3 8 21 161 

第 ６ 回（１９９８年） 3 9 23 192 

第 ７ 回（１９９９年） 3 10 15 160 

第 ８ 回（２０００年） 3 11 17 215 

第 ９ 回（２００１年） 3 10 16 193 

第１０回（２００２年） 3 8 19 300 

第１１回（２００３年） 3 8 16 260 

第１２回（２００４年） 2 9 16 213 

第１３回（２００５年） 2 6 12 288 

第１４回（２００６年） 3 6 12 236 

第１５回（２００７年） 3 7 12 266 

第１６回（２００８年） 2 6 6 239 

第１７回（２００９年） 3 6 7 224 

第１８回（２０１０年） 2 6 8 253 

第１９回（２０１１年） 2 6 8 211 

第２０回（２０１２年） 2 6 9 196 

第２１回（２０１３年） 2 6 9 556 

第２２回（２０１４年） 3 6 6 238 

第２３回（２０１５年） 2 6 6 238 

第２４回（２０１６年） 3 5 5 183 

第２５回（２０１７年） 3 7 6 197 

第２６回（２０１８年） 2 5 10 227 

 
 

最優秀賞 優秀賞 神奈川 

新聞社賞 努力賞 応募総数 

第２７回（２０１９年） 5 5 3 9 206 

第２８回（２０２０年） 3 6 3 11 164 
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（順不同）

【横浜市立】

【相模原市立】

【厚木市立】

【川崎市立】

個人応募（２９）

第２9回木原記念こども科学賞   　応募校一覧

学校応募（５８）
旭小学校

荏田西小学校

岡津小学校

下田小学校

下野谷小学校

笠間小学校

桂小学校

戸塚小学校

港南台第三小学校

市場小学校

小机小学校

上大岡小学校

神橋小学校

瀬戸ヶ谷小学校

朝比奈小学校

長津田小学校

鳥が丘小学校

鶴見小学校

東俣野小学校

南太田小学校

日吉南小学校

箕輪小学校

矢向小学校

洋光台第一小学校

六浦小学校

岩崎中学校

蒔田中学校

東林小学校

桜台小学校

横山小学校

鹿島台小学校

若松小学校

清新小学校

相原小学校

大沢小学校

大野小学校

田名小学校

淵野辺小学校

共和中学校

若草中学校

小鮎小学校

上依知小学校

森の里小学校

厚木第二小学校

向丘小学校

虹ヶ丘小学校

松が丘小学校

大原小学校

高峰小学校

開成南小学校

井ノ口小学校

横浜国立大学教育学部

付属鎌倉小学校

横須賀学院小学校

日本大学藤沢小学校

日本大学藤沢中学校

公文国際学園中等部

桐蔭学園中等教育学校

函嶺白百合学園中学校

東戸塚小学校

永野小学校

港南台第一小学校

港南台第三小学校

三保小学校

小菅ケ谷小学校

上寺尾小学校

新羽小学校

並木第一小学校

日吉台中学校

市場中学校

豊田中学校

秋葉台小学校

湘南台小学校

滝の沢小学校

小山小学校

若松小学校

大谷小学校

柳島小学校

成瀬小学校

久里浜小学校

富士見小学校

大和小学校

カリタス小学校

横浜雙葉小学校

清泉小学校

聖ヨゼフ学園小学校

関東学院小学校

関東学院六浦小学校

【平塚市立】

【愛川町立】
【開成町立】
【中井町立】
【私立】

【横浜市立】

【藤沢市立】

【相模原市立】

【海老名市立】
【茅ヶ崎市立】
【伊勢原市立】
【横須賀市立】
【平塚市立】
【大和市立】
【私立】
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第２９回木原記念こども科学賞
選考委員会委員名簿

（順不同・敬称略）

横浜市立馬場小学校　          教諭                      池田 真弓

横浜市立西が岡小学校　       教諭                      武田 陽

横浜市立永野小学校　          教諭                      三瓶 聡之

横浜市立上大岡小学校　       教諭                      岡田 洋平

横浜市立大道中学校　          校長                      勝 俊一

浅野中学・高等学校　          教諭                      吉澤 久光

関東学院小学校　　　          教諭                      高戸 愛香

公立大学法人横浜市立大学木原生物学研究所 所長    木下 哲

横浜市環境創造局　           担当係長              木下 涼

木原記念横浜生命科学振興財団　常務理事      鈴木 榮一郎
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